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令和７年３月２７日 
第２回茅ヶ崎市住まいづくり推進委員会 

資料２－３ 
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住まいづくりアクションプラン 施策 12､１3 の取り組みイメージ 

 

１ 概要 

方針２ 【まちを活性化する住まいづくり、住んでみたいと思う魅力ある住まい・住まい方 

づくり】 

取組５ 「茅ヶ崎らしい」住まい・暮らし方の推進 

施策１２【若者や子育て世代が魅力を感じる住まいや住まい方の整備】（新規） 

・若者が、自分らしい住まい方を選択できるよう、シェアハウスやテレワーク、 

職住近接等の多様な住まい方の情報発信を行います。 

・安心して子育てができる住まいの確保と住環境の実現を目指し、時勢のニーズ 

を把握しながら、三世代居住や近居・隣居など、子どもの人数や生活状況等に応 

じた柔軟な住替え等の支援を実施していきます。 

施策１３【茅ヶ崎らしい住まい・暮らし方の発信】（補強） 

・本市の立地や環境条件を活かした「茅ヶ崎らしい」住まい・暮らし方について 

検討し、市内外を問わずあらゆる世代に情報発信できる媒体を活用し、ライフス 

テージに応じた「茅ヶ崎らしい」住まい・暮らし方について周知します。本市に 

住まうことのモチベーションにつながるような施策を検討します。 

 

２ 実施方針 （短期） 

 本市に住まうことのモチベーションにつながるような施策の検討の準備として、市民目 

線での「茅ヶ崎らしい」住まい・住まい方について把握し、将来像の実現につなげる。 

 

３ 施策実行イメージ  （市と住まいづくり推進委員会が連携して実行） 

       ・関係団体に子育て世代にやさしい住まいのあり方の課題ヒアリング   

まずは ・関係団体に茅ヶ崎らしい住まい・暮らし方についてのヒアリング 

・市民討議会における茅ヶ崎らしい「住まい方」についてのヒアリング 

    

・若者や子育て世代が魅力を感じる住まいや住まい方の検討 

                （【参考資料 2】子育てにやさしい住まい認定基準（ミキハウス））                          

つぎに  ・茅ヶ崎らしい住まい・暮らし方についての検討 

・ちがさき都市マスタープランとの整合性の確認 （【参考資料 3】都市マス抜粋） 

・推進方策の検討（どのように差別化を図るか） 

・市民への周知方法の検討                       

                               

・市民・関係団体との意見交換       

＜将来像の実現＞ 

●住みよいまちで、今後も住み続けたいと感じ 

ている住民が増加 

●地域の魅力として感じている住民が増加 

繰り返し返し 
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